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要約 
SDGs への関与度と意識・⾏動の変容調査を、当学科および都内私⽴⼤学２















武蔵野⼤学においても、2019 年に SDGs 実⾏宣⾔を発表し、各学部、学科の
専⾨分野を⽣かし SDGs の取り組みが始まっている。 
















いる。⼤学⽣を対象として SDGs に関連する「消費者市⺠社会」の講義 15 回の
開始前と終了後に、理解度と意識・⾏動の変化に関して⾃⼰評価、および後述
する SDGs サーベイにより回答の変化を分析している。その講義の前後で 
SDGs に関する情報⼒、⾏動⼒、達成⼒の向上が⾒られるなど、講義を通過点と
して意識や⾏動の変容が得られているとしとている。  







































（１）SDGs サーベイについて  


















問で積算し、最⾼100 ポイント、最低-100 ポイントとなる。回答者は 50 問の回
答後に、５つのコンピテンシーレベルがレーダーチャートで⽰され、回答者⾃










図 2.1 SDGs サーベイ コンピテンシーレベル評価提⽰例  


















３⼤学での SDGs サーベイは、９⽉または 10⽉に１回⽬を、２回⽬は１⽉ま
たは２⽉に２回⽬を⾏い、約４か⽉の間隔を空けた（図 2.2）。サーベイの実施



















データのみ抽出した 2。有効回答数は表 3.1 の通りである。 
定性アンケートについては、この調査で狙いとしている２回のサーベイの⽐






表 3.1 SDGs サーベイ有効回答数  
 
 






図 3.2a〜c に⽰す。後述する考察のため M⼤学における学年の違いの結果を図
3.3a〜c に⽰す。第１回調査における設問毎の平均ポイントを図 3.4 に⽰す。こ























                    b                                 c  
図 3.2 ⼤学別のコンピテンシーレベル（１回⽬、２回⽬） 
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図 3.3  M ⼤学 学年別コンピテンシーレベル 
 

















SDGs の意識や⾏動レベルが⾼い、との前提に⽴てば、M⼤学 ＞ A⼤学 ＞ B 
⼤学 となることが予想され、１回⽬の調査結果はこれと符合する。 
⼀⽅、２回⽬の結果では、コンピテンシーレベルのポイントとしては、A⼤学 
＞ M⼤学 ＞ B⼤学 となり、向上レベル（差分）としては、A⼤学 ＞ B⼤学 ＞ 


























品を購⼊する。有機 JAS マークの農産物、加⼯⾷品、飼料、畜産物を買う。FSC 









               a Ａ⼤学                           b B⼤学 
図 3.5 １回⽬と２回⽬の意識変化の相関 
 






















図 3.3 c からは、環境系の学習機会の多いはずである M⼤学２，３年⽣の２回
⽬のポイントの差が⼩さいことが分かるが、この要因を考察してみる。２回⽬
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付表１ SDGs サーベイにおける質問内容（詳細）  










  ・質の⾼い教育とはなにか、誰もが学ぶことができるようになるとなぜいいのか、想像できる。 




  ・私たちの幸福度に興味がある。  




























  ・気候変動について、カーボンフットプリントを計算して⽣活の仕⽅をよく考えている。 
  ・国の差別や⼈の差別をしないで、相⼿のことをもっと知りたいと思う。 














  ・「児童労働」による商品を買わないようにするために、どのようにしたらよいか学びたい。 










  ・農薬や化学肥料などの化学物質に頼らない、⾃然界の⼒で⽣産されたと認められている有機 
JAS マークがついている農産物、加⼯⾷品、飼料、畜産物があれば、必ず選んで買う。 





  ・海の環境や資源を守りながら漁業や養殖の持続可能な環境を配慮した MSC や ASC マー
クがついている⿂、加⼯品があれば、必ず選んで買う。 
  ・地球環境の今について「地球⼀個分」の暮らしを考えることがある。 















  ・「みんなで⼒をあわせる ー 協働」のために、まわりの⼈たちと⼀緒に⽬的に向かって活動
したり、よく話し合い、⼈の考えをよく聞いて、⾃分が⼈のために何ができるか考えている。  














  ・SDGs をヒントにして、私たちの未来がどのようになるのか、私たちの環境・社会・経済
のことを考えて、新しい情報をわかちあい、真剣に話し合っている。 
SDGs 意識・行動変容調査 
―（その１）学習効果によるコンピテンシーの変化―
p.74
